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毎日ナ

彦根長浜
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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

３

「
ま
る
で
高
級
ホ
テ
ル
」

 

彦
根
工
高
に
新
ト
イ
レ

　

双
葉
荘
は
創
業
約
半
世
紀
。

「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
を
奏
で
る

ロ
ビ
ー
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
▽
地
場
産

材
の
ソ
フ
ァ
▽
近
江
牛
な
ど
名
産

品
を
使
っ
た
会
席
料
理
▽
老
若
男

女
の
従
業
員
に
よ
る
「
親
身
の
接

客
」―

―

な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

小中学生の書き初め展
高 揚 感 伝 わ る 力 作 並 ぶ

サウナ・露天風呂つき客室
琵 琶 湖 畔 の 宿 「 双 葉 荘 」

「
が
ん
」
を
知
る
展
示
会

 

経
験
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

　

長
浜
、
米
原
両
市
の
小
中
学
生

の
作
品
を
展
示
す
る
「
湖
北
児
童

生
徒
書
き
初
め
展
」
が
１
月
29
日

〜
２
月
７
日
に
か
け
て
長
浜
市
大

島
町
の
長
浜
文
化
芸
術
会
館
で
開

か
れ
た
。

　

児
童
・
生
徒
が
書
い
た
作
品
の

中
か
ら
各
小
中
学
校
で
選
抜
さ
れ

た
。
相
談
者
か
ら
「
再
発
の
恐
れ

が
あ
る
が
心
の
持
ち
よ
う
は
」「
た

ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
が
、
が
ん
に

な
る
か
」
な
ど
の
質
問
が
あ
り
、

が
ん
経
験
者
の
相
談
専
門
員
が
具

体
的
な
数
値
な
ど
を
示
し
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
た
。

　

同
市
民
団
体
の
メ
ン
バ
ー
で
相

談
員
を
務
め
た
藤
井
登
さ
ん（
64
）

は
「
と
に
か
く
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
尽
き
る
。
必
ず
市
の
検
診

を
受
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

て
い
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

県
立
彦
根
工
業
高
校
（
彦
根
市

南
川
瀬
町
）
で
今
年
初
め
、
生
徒

用
の
新
し
い
ト
イ
レ
（
多
目
的
用

途
含
め
15
カ
所
）
が
完
成
し
た
。

２
０
２
０
年
か
ら
施
工
業
者
と
生

徒
た
ち
が
何
度
も
意
見
交
換
。
壁
、

床
、
各
部
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
希
望

を
取
り
入
れ
た
。

　

特
に
第
２
本
館
１
階
の
女
子
ト

イ
レ
で
は
、
中
央
に
ア
イ
ラ
ン
ド

形
式
の
手
洗
い
場
を
設
け
て
い
る
。

同
高
の
女
子
比
率
は
全
体
の
１
割

強
だ
が
、
「
豪
華
ホ
テ
ル
に
来
た

気
分
」
と
好
評
だ
と
い
う
。
今
年

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

度
は
美
術
部
員
が
少
女
漫
画
風
の

イ
ラ
ス
ト
を
あ
し
ら
っ
た
生
徒
募

集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
し
た
。

北
村
武
司
教
頭
は
「
工
業
高
校
の

イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
し
、
男
女
問
わ

ず
好
奇
心
旺
盛
な
生
徒
を
集
め
、

次
世
代
産
業
を
引
っ
張
る
人
材
を

育
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

　

来
年
度
は
校
舎
の
外
壁
に
映
写

す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
」
、
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）

技
術
の
実
習
な
ど
に
も
取
り
組
む

と
い
う
。

た
１
１
６
４
点
が
並
ん
だ
。
１
月

27
日
に
審
査
が
あ
り
、
同
市
立
木

之
本
小
１
年
の
山
田
碧
生
さ
ん
の

作
品
な
ど
特
選
に
輝
い
た
17
点
や
、

準
特
選
の
２
３
２
点
も
含
ま
れ
て

い
る
。

　

い
ず
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
、「
生

き
生
き
と
書
け
て
い
る
」
「
素
直

で
力
の
ぬ
け
た
筆
づ
か
い
」
「
リ

ズ
ム
感
の
あ
る
運
筆
」
な
ど
、
審

査
員
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
。
県

書
道
協
会
の
押
谷
達
彦
副
理
事
長

は
「
良
い
意
味
で
『
墨
が
多
い
』

と
い
う
印
象
。
書
い
た
も
の
の
高

揚
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
今
年
は

書
く
こ
と
が
大
好
き
な
人
の
作
品

が
も
の
す
ご
く
多
く
て
楽
し
い
審

査
で
し
た
」
と
講
評
し
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

彦
根
市
松
原
町
の
「
び
わ
湖
畔

　

味
覚
の
宿　

双
葉
荘
」
（
片
岡

哲
司
社
長
）
に
サ
ウ
ナ
と
露
天
風

呂
、
水
風
呂
を
備
え
た
客
室
が
完

成
し
た
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ウ
ナ

で
は
、
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
や
伊
吹
の

薬
草
の
香
り
楽
し
み
な
が
ら
汗
を

流
せ
る
。
そ
の
後
、
ベ
ラ
ン
ダ
に

あ
る
信
楽
焼
の
浴
槽
に
つ
か
り
、

琵
琶
湖
を
眺
め
る
の
が
お
す
す
め

だ
と
い
う
。
晴
れ
た
日
に
は
対
岸

の
山
々
も
見
渡
せ
る
。
客
室
は
そ

ん
な
景
色
に
ち
な
ん
で
「
比
良
」

と
名
付
け
ら
れ
た
。

　

１
泊
２
食
付
き
で
大
人
１
人
４

万
４
０
０
０
円
か
ら
。
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w.

futabasoh.com/

）。問
い
合
わ

せ
は
０
７
４
９
・
22
・
２
６
６
７
。

　
　

県
の
が
ん
と
向
き
合
う
週
間

　

（
２
月
４
〜
10
日
）
に
合
わ
せ
、

　

長
浜
市
や
市
民
団
体
「
よ
り
よ

　

い
が
ん
医
療
を
め
ざ
す
近
江
の

　

会
」
な
ど
が
同
５
〜
16
日
ま
で

　

長
浜
市
高
田
町
の
な
が
は
ま
文

　

化
福
祉
プ
ラ
ザ
で
「
が
ん
を
知

　

ろ
う
展
示
会
」
を
開
い
た
。

　
　

肺
や
大
腸
な
ど
の
が
ん
に
つ

　

い
て
の
情
報
や
が
ん
患
者
の
体

　

験
談
、
２
０
１
９
年
の
市
民
の

　

が
ん
受
診
率
の
表
が
パ
ネ
ル
で

　

展
示
さ
れ
た
。

　
　

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ

彦
根
工
業
高
の
新
し
い
ト
イ
レ

　
　
　
　
　
　
　
＝
同
高
提
供

展 示 さ れ た 作 品 を 見 る 親 子 連 れ

新しい客室のベランダ＝双葉荘提供

長
浜
市
の
が
ん
検
診
受
診
率
に

つ
い
て
説
明
す
る
藤
井
登
さ
ん


